
第 8 回在宅栄養専門管理栄養士専門研修  

（在宅訪問管理栄養士スキルアップセミナー）開催要領  

 

趣   旨 日本在宅栄養管理学会と本会との共同認定である在宅訪問管理栄養士のスキルアップ

セミナーとして、在宅療養者の複雑困難な事例において、個々の生活状況を踏まえた

在宅栄養管理を通じ QOL を支援できる者、また地域の他（多）職種との協働に基づく

在宅栄養管理システムを構築し、継続した協働を行うとともに、その成果を社会に広く発

信できる者を育成する。 

主   催 公益社団法人 日本栄養士会 

参加資格 在宅訪問管理栄養士の資格を取得している者、在宅栄養専門管理栄養士認定試験を

受験する者 

開催形式： e ラーニングおよびライブ研修 

期 日：  

 

 

 

※ライブ研修では、上記時間の前に受付時間がございます。研修時間は多少変更

となる場合がございます。 

内  容：日程、プログラムは一部変更になることがあります。  

＜講義① e ラーニング＞ 

１． 挨拶、オリエンテーション 20 分   

公益社団法人日本栄養士会 人材育成事業部長  渡邉啓子 

２．「在宅栄養管理概論」 50 分 

一般社団法人日本在宅栄養管理学会 理事長  前田佳予子 

３．「NCP；栄養診断と記録 情報提供書」60 分 

 川﨑医療福祉大学 名誉教授  寺本房子 

４．「第 8 次医療計画を踏まえた高齢者対策の動向」60 分 

公益社団法人日本栄養士会 常任理事  西村一弘 

５.「情報発信・共有～情報収集・発信/役割～」60 分 

一般社団法人日本在宅栄養管理学会 理事  井上啓子 

６．「在宅栄養管理各論～認知症～」90 分 

国立研究開発法人国立長寿医療研究センター 老年学・社会科学研究センター 

老化疫学研究部長  大塚礼 

７．「在宅栄養管理各論～緩和ケア(医師)～」90 分 

宗教法人在日本南プレスビテリアンミッション 淀川キリスト教病院  池永昌之 

 

８．「在宅栄養管理各論～緩和ケア(管理栄養士)病院の取り組み～」30 分 

宗教法人在日本南プレスビテリアンミッション 淀川キリスト教病院  今村岬 

講義① e ラーニング 2025 年 7 月 1 日（火）～7 月 31 日（木）  

演習① ライブ研修 2025 年 7 月 26 日（土） 13:00～17：00 

講義② e ラーニング 2025 年 7 月 27 日（日）～9 月 14 日（日）  

演習② ライブ研修 2025 年 9 月 15 日（月･祝） 13:00～16：30 



９．「在宅栄養管理各論～緩和ケア(管理栄養士)在宅の取り組み～」30 分 

愛知学院大学 健康科学部 健康栄養学科 熊谷琴美 

１０．「在宅栄養管理概論～小児・障害者（児）～」90 分 

独立行政法人大阪府立病院機構 大阪母子医療センター 

臨床検査科 主任部長  位田忍 

１１．「在宅栄養管理概論～小児・障害者（児）～」90 分 

独立行政法人大阪府立病院機構 大阪母子保健医療センター  

 栄養管理室長  西本裕紀子 

＜演習① ライブ研修＞  

１．13:00～14:30 「在宅栄養管理各論～静脈栄養法・経腸栄養法～」90 分 

愛知学院大学 健康科学部 健康栄養学科  熊谷琴美 

２．14:40～15:40 「情報発信・共有～困難事例～」（グループディスカッション）60 分 

進行：医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック 安田和代 

３．15:40～16:40 「情報発信・共有～困難事例～」（発表）60 分 

進行：医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック 安田和代 

４．16:40～17:00 「次回までの課題について」 20 分 

一般社団法人日本在宅栄養管理学会 理事  井上啓子 

 

講義② e ラーニング 

１． 挨拶、オリエンテーション 10 分 

一般社団法人日本在宅栄養管理学会 理事長  前田佳予子 

２．「治療で用いられる薬と食事（薬剤師）」90 分 

昭和医科大学薬学部 社会健康薬学講座 客員教授  倉田なおみ 

３.「在宅医療・介護概論」60 分 

一般社団法人山梨県介護支援専門員協会  鷲見よしみ 

４．「在宅栄養管理各論～静脈栄養法・経腸栄養法～」60 分 

                            医療法人社団守一会 北美原クリニック  岡田晋吾 

５．「在宅栄養ケアシステム～地区診断～」40 分 

一般社団法人日本在宅栄養管理学会 理事長  前田佳予子 

６．「在宅栄養管理各論～嚥下障害・嚥下調整食～」90 分 

駒沢女子大学 人間健康学部 健康栄養学科 教授  工藤美香 

７．「在宅医療・介護概論～リスクマネジメント～」60 分 

公益財団法人日本訪問看護財団 事業部 課長  髙橋洋子 

８．「在宅栄養管理各論～複雑な合併症～」60 分 

みその生活支援クリニック 院長  小野沢滋 

９．「在宅栄養ケアシステム（地域包括ケアシステムも含め）」60 分 

公益社団法人日本栄養士会 常任理事  西村一弘 

 

 



演習② ライブ研修 

１．13:00～13:30 「在宅栄養管理各論～嚥下障害・嚥下調整食へ」（事前レポート有）30 分 

駒沢女子大学 人間健康学部 健康栄養学科 教授  工藤美香 

２．13:30～14:30 「在宅栄養ケアシステム(地域包括ケアシステムも含め)」60 分 

特定非営利活動法人ぽけっとステーション 代表理事  山口はるみ 

３．14:40～16:10 「在宅栄養管理各論～複雑な合併症～」90 分 

関東学院大学 栄養学部 管理栄養学科 教授  田中弥生 

４．16:10～16;25 レポート・試験等の説明 15 分 

一般社団法人日本在宅栄養管理学会 理事  井上啓子 

５．16:25～16:30 総評 

公益社団法人日本栄養士会 人材育成事業部長  渡邉啓子 

 

受講料・定員 

 全課程受講 各回受講 

 定員 受講料（税込） 定員 受講料（税込） 

講義① e ラーニング 

80 名 33,000 円 

なし 13,200 円 

演習① ライブ研修 80 名※ 4,400 円 

講義② e ラーニング なし 13,200 円 

演習② ライブ研修 80 名※ 4,400 円 

 

 認定申請には全課程の修了が必要です。全課程受講の場合、受講料は 33,000 円（税込

み）です。 

 「講義①のみ」や「講義①と演習①」など組み合わせてお申込みいただけます。 

 演習の受講（※）については、全課程をお申込みいただいている方を優先とします。お申

込み多数の場合、お申込みをいただいても演習をご受講いただけない場合がございます。

ご了承ください。 

 演習②の受講にあたっては、事前課題があります。別途、講義②e ラーニングの ６．「在宅

栄養管理各論～嚥下障害・嚥下調整食～」受講し、レポートを提出していただきます。 

申込方法 （公社）日本栄養士会ホームページより申込受付  

申込締切  2025 年 6 月 5 日（木） 定員になり次第締め切ります。 

生涯教育単位 講義① 実務研修 病態栄養 23-107 講義 3 単位  

       演習① 実務研修 病態栄養 23-200 演習 1 単位 

       講義② 実務研修 医療連携 412-101 講義 3 単位 

       演習② 実務研修 医療連携 412-201 演習 1 単位 

そ の 他   在宅訪問管理栄養士資格更新単位  

 講義①：3 単位、演習①：1 単位、講義②：3 単位、演習②：1 単位 

問合せ先 （公社）日本栄養士会 在宅栄養専門管理栄養士担当  

E-mail : jda-research@dietitian.or.jp  TEL: 03-5425-6555 

 



【受講にあたりご確認いただきたいこと 】 

・受講決定後、本会からのご連絡は、マイページご登録のメールアドレス宛に送付します。お申込

みの前に、ご登録のメールアドレスが有効な状態か、ご確認ください。 

・お申込み後のキャンセルはお受けできかねます。何卒ご了承ください。 

 

・ｅラーニングについての注意事項  

（1）セミナー動画は、本会が手配する動画配信サービスを利用して閲覧できる形で提供させてい

ただきます。受講期間内であれば、いつでも視聴いただけます。ただし、受講期間の変更・延

長及び再配信はお受けできかねます。  

（2）お使いの PC 等のセキュリティ設定、ネットワーク混雑等の問題により、快適に受講いただけ

ない場合があります。受講者の環境に起因して受講時のトラブルが生じた場合には、本会は

責任を負いかねますのでご了承ください。  

（3）配信するセミナー動画は、受講者のみの視聴を前提としています。受講者以外の方と一緒に

視聴されたり、セミナー動画のアドレスを第三者に提供したりすることは厳にお控えください。ま

た、本講義の動画、画像、音声、文書等は著作権法で保護されています。本講義の動画、画

像、音声、文書等を著作権者の事前許諾なしに、複製、公衆送信、頒布、改変、他のウェブサ

イトに転載するなどの行為は一切禁止します。  

（4）受講者が「e ラーニングによる受講」を利用するために必要な通信機器、ソフトウェア、通信回

線の利用料金、その他これらに付随して必要となる経費は、受講者の負担とします。  

 

・ライブ研修受講についての注意事項 

（1）ライブ研修は、ビデオ会議ツール「Zoom」を使用します。PC、マイク（PC の内蔵マイク可）、

カメラ（PC の内蔵カメラ可）を用意して、動画がストレスなく視聴できるネットワーク環境でご参

加ください。 パソコンでの受講を推奨いたします。 

（2）配信するセミナー動画は、受講者のみの視聴を前提としています。受講者以外の方と一緒に

視聴されたり、セミナー動画のアドレスを第三者に提供したりすることは厳にお控えください。ま

た、本講義の動画、画像、音声、文書等は著作権法で保護されています。本講義の動画、画

像、音声、文書等を著作権者の事前許諾なしに、録音、録画、複製、公衆送信、頒布、改変、

他のウェブサイトに転載するなどの行為は一切禁止します。  

（2）オンライン研修中、参加者側のパソコン等の機器環境、通信障害等により受講が中止、中断

となった場合、本会は一切の損害を負いかねます。予めご了承ください。 


